
行
幸
の
歯
簿
と
林
幸
の
列
次

第
ご
十
・
｝
巷
　

第
一
號
　
　
　
一
〇
晶
ハ

行
幸
の
歯
簿
と
神
幸
の
列
次

出
雲
路
通
次
郎

　
明
治
以
前
に
於
け
る
行
幸
の
歯
簿
の
次
第
は
、
時
代
に
よ
り
又
は
そ
の
場
合
に
よ
り
幾
分
の
饗
遷
は
あ
る
が
、
大
膿

に
於
い
て
一
貫
し
た
標
式
を
存
せ
ら
れ
て
を
り
、
そ
れ
が
紳
幸
の
下
締
と
深
い
關
係
を
持
っ
て
を
る
と
考
へ
ら
れ
る
の

で
、
こ
、
に
そ
の
大
要
を
述
べ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む

　
我
が
古
代
に
於
げ
る
行
幸
の
歯
噛
の
形
式
に
潤
し
て
は
、
職
員
倉
左
右
衛
士
府
の
職
掌
中
に
、
車
駕
出
入
前
駈
後
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

事
、
同
左
右
兵
衛
府
の
條
に
は
、
車
駕
田
入
分
衛
前
後
と
あ
り
、
次
に
綾
田
本
紀
に
、
聖
武
天
皇
天
李
十
二
年
十
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

伊
勢
行
幸
の
時
．
聴
焼
王
が
御
前
長
官
、
石
川
王
が
御
爺
長
官
、
藤
原
密
輸
呂
が
前
騎
兵
大
蔵
軍
、
紀
庶
呂
が
後
騎
兵

大
鑑
軍
に
任
せ
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
、
又
欝
徳
天
皇
天
奏
書
護
元
舐
九
月
の
紀
伊
行
幸
の
時
に
も
、
御
前
豊
後
の
次
第

司
に
は
、
各
長
官
次
官
割
官
主
典
が
任
ぜ
ら
れ
か
御
前
御
後
の
騎
兵
に
も
將
軍
以
下
の
四
部
官
を
任
ぜ
ら
れ
て
を
る
ゆ

こ
の
後
に
も
同
襟
の
例
が
國
史
に
見
え
て
を
る
が
、
以
て
前
後
に
刻
次
を
備
へ
ら
れ
て
を
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
か
、
る
潅
所
の
行
幸
に
慮
り
、
多
く
の
供
奉
官
が
御
前
御
幸
に
陪
書
し
、
武
官
が
同
じ
く
御
警
衛
面
し
上
ぐ
る

こ
と
は
さ
も
あ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
Q
然
る
に
こ
、
に
考
ふ
べ
き
は
、
そ
の
前
後
の
供
奉
の
何
れ
に
重
き
を
澄
か
れ
た

（106）



か
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
就
い
て
は
添
柱
の
儀
式
に
示
さ
れ
て
を
る
大
嘗
祭
前
の
御
陰
行
幸
の
儀
を
以
て
第
一
の
典
糠
と
せ
ね
ば
な
ら

澱
。
こ
の
御
状
は
天
皇
親
し
く
河
頭
に
臨
み
て
行
は
せ
給
ふ
の
で
あ
る
が
、
皇
太
子
親
王
諸
王
及
び
諸
司
百
官
も
亦
陪

面
し
て
祓
襖
を
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
面
隠
の
塞
加
は
最
も
廣
範
團
で
あ
b
、
そ
の
前
後
に
供
奉
せ
る
御
厳
の
配
罎
・

を
知
る
に
は
．
こ
れ
以
上
完
全
な
る
も
の
は
無
い
。

　
こ
れ
に
糠
れ
ば
、
先
頭
は
京
職
兵
士
、
市
司
、
京
職
の
諸
官
で
、
こ
れ
は
京
城
の
職
員
と
し
て
最
前
衛
塗
る
意
義
で

あ
ら
う
。
次
は
紳
祇
官
で
、
こ
れ
の
先
づ
進
む
の
は
蜜
蝋
を
先
に
せ
ら
れ
る
古
來
の
特
例
で
あ
る
Q
以
上
の
先
頭
列
を

別
と
し
て
、
全
艘
、
の
歯
総
が
御
前
御
幣
の
爾
列
に
分
れ
、
前
後
次
第
司
の
長
官
以
下
が
そ
の
間
に
班
列
し
、
近
衛
兵
衛

禽
の
各
武
察
同
じ
晶
讐
就
て
纏
の
任
に
嘗
・
の
で
あ
・
が
・
・
の
聖
慮
び
武
馬
堀
の
配
檬
大
妻
醐

の
如
き
も
の
で
あ
る
。

御
前
次
第
司
判
宮
　
同
主
典
，
次
官
　
左
衛
門
府
　
次
第
司
判
官
　
左
兵
無
二
　
次
第
司
主
典
、
長
宮

右
近
衛
府

　
　
　
乗
輿

左
近
衛
府

岡 同

量
兵
衙
府
　
御
後
次
第
面
長
宮
　
同
判
官
　
同
次
官
，
主
典
　
同
判
官
　
右
衛
門
府
　
次
第
司
主
典

右
に
由
れ
ば
内
重
の
近
衛
、
中
篇
の
兵
衛
、
外
重
の
衛
門
の
位
概
は
當
然
と
し
て
、
大
童
何
れ
も
中
央
を
上
と
し
た

　
　
　
行
幸
の
肉
簿
と
聯
幸
の
列
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
魯
第
一
號
　
一
〇
七



　
　
　
　
行
幸
の
画
鎌
と
琳
幸
の
二
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巷
　
第
一
騰
　
　
一
〇
八

配
列
で
あ
っ
て
、
前
後
の
兵
衛
衛
門
の
督
以
下
の
諸
官
も
、
御
前
の
方
は
下
灘
を
前
と
し
御
後
の
方
は
下
端
を
後
と
し

て
を
る
。
又
近
衛
は
乗
輿
の
前
後
に
班
列
し
て
を
る
が
、
そ
の
長
官
次
官
の
位
麗
は
次
の
如
く
中
央
上
位
で
あ
る
。
因

み
に
こ
の
前
後
の
中
少
將
を
後
に
御
綱
次
將
と
欝
す
る
の
で
あ
る
。

　
君
少
將
　
　
右
大
將
　
　
　
　
　
　
右
中
將
　
　
右
少
將

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乗
輿

　
左
少
將
　
　
左
大
將
　
　
　
　
　
　
左
中
將
　
　
左
少
將

な
ほ
こ
の
列
次
に
就
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
　
一
見
前
列
後
列
は
同
様
の
如
一
で
あ
る
が
、
近
衡
府
に
て
は
大
將
が

御
前
に
立
ち
愚
論
が
御
後
に
從
う
て
を
り
、
兵
衛
衛
門
の
爾
府
も
、
御
前
は
左
府
で
あ
り
御
後
ば
右
府
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
灘
、
鉦
、
鼓
も
左
府
の
み
で
あ
っ
て
御
後
の
右
府
に
は
立
て
な
い
。
な
ほ
次
第
司
も
そ
の
長
官
任
命
の
實
例
が

御
前
は
中
納
言
、
御
後
は
墾
議
で
あ
る
な
ど
、
何
れ
も
御
前
列
に
窪
き
を
置
か
れ
た
こ
と
が
明
で
あ
る
。

　
こ
の
次
第
司
と
諸
衛
府
と
の
聞
に
諸
官
が
供
奉
す
る
の
で
あ
る
が
、
先
づ
御
前
凋
に
就
い
て
生
要
な
る
黙
を
蓮
ぶ
れ

ば
左
街
門
府
の
陣
外
即
ち
そ
の
前
方
に
、

　
弾
正
盗
，
兵
部
省
、
主
税
寮
、
民
部
省
、
治
部
省
、
散
位
寮
、
大
墨
寮
，
式
部
省
、
宮
史

の
諸
官
が
班
列
し
、
次
に
大
臣
は
兵
衛
陣
内
の
位
置
に
飾
馬
及
び
鉦
鼓
を
前
に
し
、
少
納
言
、
外
記
を
前
後
に
し
八
人
・

の
執
物
を
從
へ
、
謂
ゆ
る
藪
下
の
大
臣
と
し
て
進
み
、
そ
の
次
に
は
朝
廷
の
重
器
だ
る
鎗
、
鈴
を
各
馬
に
負
は
せ
、
そ

れ
ぐ
の
主
任
官
が
之
れ
を
護
り
て
進
み
、
次
に
東
宮
が
亮
、
學
士
毒
筆
を
前
業
と
し
て
営
み
給
ひ
、
次
に
御
劒
櫃
を

近
衡
將
監
以
下
が
奉
撮
し
、
次
に
墾
議
、
中
納
夢
『
大
納
言
、
親
王
の
順
位
に
て
逡
ま
れ
、
次
に
左
右
近
衛
府
の
多
人

（10S）



数
の
歩
陣
騎
陣
が
左
右
に
縦
列
し
前
記
の
如
く
諸
將
が
前
後
を
警
固
す
る
中
間
を
乗
輿
帥
ち
早
舞
が
進
み
給
ふ
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
御
輿
長
を
始
め
て
数
十
入
の
駕
丁
（
後
に
駕
輿
丁
と
得
す
る
）
が
奉
仕
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
は
御
後
の
渕
で
あ
る
が
、
近
衛
の
將
の
直
後
の
近
術
陣
内
に
、
主
水
、
東
竪
子
、
内
侍
、
女
画
人
な
ど
が
供
奉
し

そ
の
陣
外
に
は
、
御
腰
輿
、
甥
、
菅
蓋
、
紫
親
等
多
く
の
御
調
度
類
を
奉
じ
、
膳
部
、
酒
部
、
軌
幌
内
竪
、
女
嬬
、
釆

女
以
下
雑
役
の
諸
官
各
掌
る
所
の
物
を
奉
じ
て
中
れ
に
次
ぎ
、
中
務
省
に
厨
す
る
睡
夢
、
圖
書
、
縫
殿
、
内
匠
、
内
膳

尊
墨
等
宮
中
の
庶
務
を
掌
る
諸
官
、
大
峰
省
及
び
宮
内
省
に
属
す
る
大
膳
、
大
炊
、
主
殿
、
典
藥
、
造
酒
の
諸
官
叉
は

東
宮
坊
の
維
務
の
官
な
ど
が
庵
幸
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
雅
樂
寮
の
官
人
も
供
奉
す
る
が
、
こ
れ
は
寮
官
二
人
で

あ
っ
て
伶
人
は
墾
加
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
以
上
は
概
要
を
述
べ
た
の
で
、
こ
の
他
に
も
若
干
の
供
奉
員
が
あ
る
が
こ
、
に
は
略
す
る
こ
と
、
す
る
。
な
ほ
詳
細
σ

は
儀
式
に
就
い
て
考
へ
ら
れ
た
い
．
、
さ
て
こ
の
御
後
列
の
諸
官
は
」
次
第
司
及
び
爾
衛
府
の
外
は
官
位
命
の
相
嫁
に
て

は
五
位
以
下
の
官
で
あ
り
、
何
れ
も
政
治
上
櫻
威
の
寡
少
な
る
も
の
、
み
で
あ
っ
て
、
御
前
列
の
供
奉
に
標
し
て
は
、

全
く
比
較
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
行
幸
の
盛
儀
は
、
こ
の
他
に
新
内
裏
遷
幸
な
ど
が
あ
り
、
大
腸
は
こ
の
御
喫
行
幸
に
準
標
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

時
代
と
共
に
若
干
の
鍵
遷
を
生
じ
て
を
る
。
そ
の
一
と
し
て
、
癒
政
、
關
自
の
職
が
起
っ
て
以
來
、
乗
輿
の
御
後
に
供

奉
す
る
こ
と
、
な
っ
た
。
但
し
盛
儀
に
は
凋
外
で
あ
る
が
や
は
り
御
後
で
あ
る
。
こ
れ
は
癬
政
が
御
後
見
と
し
て
陪
侍

　
　
　
　
行
幸
の
面
鐘
と
聯
幸
の
二
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
第
一
號
　
　
一
〇
九



　
　
　
　
行
幸
の
歯
簿
と
淋
幸
の
列
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
悪
笙
騰
　
＝
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

し
π
こ
と
が
挙
白
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
風
は
室
町
時
代
以
後
に
も
縫
承
さ
れ
て
、
永
享
九
年
十
月
二
十
一

日
の
室
町
第
行
幸
の
時
、
關
臼
は
毛
車
に
て
後
陣
に
供
奉
し
て
を
る
。

　
　
　
　
　
　
（
5

　
然
る
に
天
正
十
六
年
の
漿
樂
行
幸
は
、
關
自
が
御
後
に
陪
激
し
て
を
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
が
、
全
膿
に
古
例
に
異

な
る
黙
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
歯
欝
の
本
列
を
要
約
す
れ
ば
、

殿
上
人
十
四
人
　
　
右
少
將
　
　
少
三

殿
土
入
十
三
人
　
　
左
少
將
　
　
中
將

中中
將芋

頭
中
將
　
　
右
大
中

頭
排
　
　
左
大
車

伶
甲
入
四
十
五
人
　
　
鳳
榮
　
　
山
ハ
位
愛
｝
三
一
r
　
　
左
大
臣

内
大
臣
　
　
大
納
言
五
人
　
　
中
納
言
六
人
　
　
三
位
中
將
　
　
滲
議
　
　
右
衛
門
親
等
の
公
卿
六
人

（110）

で
あ
っ
て
、
近
衛
武
官
の
供
奉
は
御
前
本
位
と
な
り
、
下
馴
を
先
と
し
て
を
る
が
、
衛
門
兵
衛
は
無
く
、
殊
に
左
大
臣

以
下
が
御
後
に
供
奉
し
て
を
る
の
は
全
く
違
例
で
あ
る
。
叉
御
膜
の
行
幸
に
は
鉦
、
鼓
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
合
圏
用
で

あ
っ
て
奏
樂
用
で
は
無
い
。
然
る
に
こ
の
時
に
は
四
十
五
人
の
伶
人
が
属
從
し
て
安
城
樂
を
吹
奏
し
た
の
は
珍
し
い
。

　
母
上
は
車
で
あ
る
が
、
そ
の
前
駈
上
は
、
左
方
に
温
田
右
衡
…
門
尉
以
下
、
右
方
に
石
田
治
部
少
輔
以
下
各
三
十
七
人

が
相
並
ん
で
進
み
、
車
の
前
後
に
は
数
百
人
が
随
從
し
そ
の
後
列
に
は
前
田
少
特
を
始
め
二
十
八
大
名
が
何
れ
も
行
装

を
凝
ら
し
て
從
う
て
を
る
の
で
あ
る
。
こ
の
秀
吉
の
列
は
關
臼
で
あ
る
か
ら
、
先
例
に
よ
b
御
後
に
陪
從
し
た
の
で
あ

ら
う
が
、
勿
論
列
外
供
奉
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
後
に
從
へ
た
盛
大
な
列
は
、
全
く
武
將
豊
臣
秀
吉
と
し
て
の
特
例
で
あ



る
こ
と
は
串
す
ま
で
も
無
い
。

第
二
回
の
楽
都
睾
で
あ
る
歪
（
～
粒
年
の
轟
嘉
回
爆
で
あ
っ
て
・
殿
夫
は
御
講
擁
し
・
近
衛
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

臣
以
下
の
公
卿
は
御
後
で
あ
っ
た
Q
お
よ
そ
行
幸
の
儀
は
、
癒
仁
以
前
ま
で
は
古
例
に
准
せ
ら
れ
て
を
つ
た
が
、
働
後

か
、
る
故
實
は
凝
遷
し
た
の
で
あ
ら
う
。
殊
に
聚
樂
行
幸
に
は
、
一
日
晴
と
し
て
綾
羅
錦
繍
の
服
装
を
聴
さ
れ
た
ほ
ど

で
あ
る
か
ら
、
　
一
履
特
例
の
事
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
お
も
は
れ
る
。

江
戸
時
代
に
入
り
・
朝
霧
秦
に
復
讐
れ
・
そ
の
宋
期
安
竺
年
の
灘
裏
肇
の
陣
列
薯
の
罐
に
は
及

ば
な
い
が
、
大
屋
に
於
い
て
貞
擬
の
古
風
に
準
糠
さ
れ
て
を
る
。
唯
異
な
っ
て
を
る
の
は
、
關
自
が
前
駈
後
列
を
整
へ

て
御
璽
の
列
外
に
供
奉
し
て
を
り
、
叉
先
頭
の
列
外
に
出
車
を
二
輌
牽
毘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
出
車
は
中
宮
行

（
さ
　
　
　
（
七
）

啓
叉
は
賀
茂
祭
な
ど
に
も
屡
行
は
れ
、
多
き
は
十
輌
に
も
及
ん
で
を
つ
た
。
こ
れ
は
謂
ゆ
る
購
の
儀
と
し
て
歯
簿
を
盛

に
せ
ら
れ
淀
も
の
と
う
か
や
は
れ
る
が
、
か
く
歯
簿
に
多
く
の
儀
装
車
を
牽
く
こ
と
は
、
支
那
各
時
代
の
例
に
も
見
る

と
こ
ろ
で
あ
る
◎
併
し
な
が
ら
先
頭
の
列
外
に
牽
き
出
さ
る
＼
こ
と
は
、
臣
下
の
場
合
に
も
行
は
れ
我
が
特
例
で
あ
ら

γ
フ
。

　
以
上
は
第
一
幸
式
と
も
い
ふ
べ
き
行
幸
の
盛
儀
に
就
き
そ
の
主
要
な
る
も
の
を
述
べ
だ
の
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

第
二
第
三
と
も
い
ふ
べ
き
樗
…
式
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
獣
身
行
幸
の
如
き
供
奉
の
服
装
の
異
な
っ
た
例
も
あ
っ
紀
。

こ
れ
は
後
世
の
例
で
あ
る
が
、
前
記
永
享
九
年
の
室
町
第
行
幸
は
、
御
方
違
の
行
幸
で
あ
っ
て
、
第
二
幸
式
に
薦
す
べ

　
　
　
　
行
幸
の
慮
鎌
と
騨
幸
の
列
聖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
＋
一
景
第
一
號
　
一
コ

（111）



　
　
　
　
行
幸
の
麟
簿
と
融
幸
の
列
車

き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
歯
簿
は

筑
二
一
ナ
一
馨
　
第
一
號
　
　
　
一
一
二

平
入
兵
士
　
　
左
衛
門
府
　
　
左
衛
門
佐
　
　
灌
佐
　
　
少
纏
冨
　
　
参
議
二
人
　
　
右
衛
門
督
　
　
中
納
雷
二
入
　
　
大
納
言
五
人

お
大
臣
　
　
三
軍
（
足
利
義
教
）

右
大
壷
　
　
右
中
將

左
大
將
　
　
左
中
將

鳳
華

空中

二三
　少
嗣蒋

同嗣

左同
三
三

右
中
賂

　
　
　
　
右
兵
衛
佐

誉
縢
b
し
与

と
．
ア
オ
ジ
闘
¶
〃

樫
佐
　
　
右
衛
門
佐
　
　
佐
　
　
關
白

で
あ
っ
て
、
供
奉
の
員
数
は
少
い
が
、
そ
の
前
列
の
諸
官
と
そ
の
位
概
と
は
、
能
く
古
儀
の
要
領
を
得
た
も
の
で
あ

る
。
殊
に
黒
雲
義
駿
が
御
前
に
供
奉
し
て
を
る
の
は
注
意
す
べ
き
黙
で
あ
っ
て
、
後
陣
は
武
官
の
み
で
あ
る
か
ら
、
供

奉
は
御
前
列
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
が
更
に
要
約
さ
れ
た
の
は
、
石
清
水
祭
（
古
の
放
生
會
）
に
よ
り
て
存
せ
る
行
幸
の
儀

　
　
　
　
　
　
（
九
）

で
あ
る
。
こ
の
儀
は
後
三
無
天
皇
の
叡
慮
に
よ
り
、
延
久
二
年
よ
り
勅
使
及
び
上
卿
以
下
を
差
遣
せ
ら
れ
、
六
衛
府
を

し
て
行
幸
に
准
じ
て
奉
仕
せ
し
め
ら
れ
た
と
傳
ふ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
重
要
部
分
を
暴
ぐ
れ
ば
、

（112）

右
馬
允
　
右
衛
門
尉
　
右
兵
三
尉

左
馬
允
　
　
左
衛
門
尉
　
　
左
兵
三
尉

召
使
　
　
　
宮
掌
　
　
　
史
　
　
　
外
記
　
　
甥
一
　
　
参
議

上
卿

　大大
納匿
雷又
　は

）
〔
紳
費
御



創
∴
適
雛
鰍
二
鑑
〔
鷲
ご
蘂
〔
紳
馬
〕
三
嬰
〔
鷲
〕

で
あ
っ
て
　
御
前
列
の
み
の
愚
輩
な
列
次
で
は
あ
る
が
、
太
政
官
の
上
↑
諸
官
及
び
六
衛
府
を
具
備
し
て
を
る
。
併
し

こ
れ
は
第
三
幸
式
に
節
す
べ
き
か
と
お
も
ふ
。
な
ほ
前
記
の
〔
〕
は
紳
幸
と
し
て
の
特
例
た
る
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
叉
近
世
鶴
．
ち
江
芦
時
代
に
於
け
る
第
三
幸
式
と
も
了
す
べ
き
儀
は
、
中
和
院
行
幸
で
あ
ら
う
。
同
院
は
卒
安
朝
の
大

内
裏
時
代
に
も
、
内
裏
に
隣
っ
た
近
所
で
あ
っ
た
が
、
近
澱
は
皇
居
内
で
あ
っ
た
か
ら
、
悪
留
ぱ
之
に
准
じ
て
簡
軍
で

あ
っ
た
。

　
立
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
近
衛
府
）
　
　
近
衛
代
　
　
番
長

　
　
　
　
公
卿
　
　
洞
　
　
鈴
　
　
鍮
櫃
　
　
高
鷲
　
　
嘩
慨
物
　
　
少
納
鷺
　
　
轍
辮
　
　
契
櫃

　
立
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
近
衙
府
）
　
　
心
術
代
　
　
番
長

（　113　）

府
生
　
　
將
曹
　
　
臨
監
　
　
次
將
　
　
立
明

三
生
　
　
三
三
　
　
博
監
　
　
次
回
　
　
立
贋

御
腰
輿

立
明
　
　
次
將

立
明
　
　
次
將

姦
賢
＝

束
三
子
　
　
女
官
　
　
職
事
　
　
侍
從

御
薬
陪
從
　
　
所
衆
　
　
御
厨
子
所
預

な
ほ
行
幸
の
場
合
に
よ
っ
て
特
殊
の
列
が
加
は
る
こ
と
、
郎
ち
遷
移
の
行
幸
に
は
、
水
火
の
董
子
並
に
黄
牛
を
牽
く
儀

　
　
　
　
行
幸
の
由
簿
と
淋
幸
の
列
次
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
　
第
二
＋
一
谷
策
一
纏
　
二
・
三



　
　
　
　
行
畢
の
瘤
簸
と
榊
幸
の
列
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
第
一
號
　

二
四

が
あ
る
な
ど
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
こ
、
に
は
左
機
の
方
面
に
は
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
、
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

　
行
幸
歯
簿
を
う
か
や
ふ
に
就
い
て
は
、
上
皇
の
御
幸
の
御
列
を
も
考
へ
ね
ば
な
ら
濾
。
そ
の
一
と
し
て
寛
元
四
年
四

月
二
十
九
殿
の
後
嵯
峨
上
皇
の
賀
茂
御
幸
の
御
三
に
よ
れ
ば
、
御
幣
及
び
神
馬
を
先
頭
と
し
、
次
に
殿
上
人
肩
入
入
内

大
臣
以
下
三
位
中
將
ま
で
の
公
卿
十
人
、
何
れ
も
下
書
を
先
と
し
て
御
前
に
供
奉
し
、
乗
号
の
御
車
の
前
後
に
御
随
身
以

下
奉
仕
者
が
属
幽
す
る
外
は
、
御
後
に
は
二
極
別
當
、
槍
非
違
使
、
北
面
衆
、
御
衣
櫃
な
ど
で
、
叛
く
御
前
を
主
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

た
御
事
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
天
永
二
年
四
月
白
河
上
皇
の
賀
茂
御
幸
の
御
列
も
御
前
本
位
で
あ
っ
た
。
又
文
永
十

（【

�
j
一
年
二
月
七
日
の
魑
山
上
皇
御
幸
始
永
仁
六
年
秘
曲
耕
田
の
伏
見
上
皇
初
御
幸
の
御
下
も
大
要
寛
元
度
同
模
で
あ
る
。

　
上
田
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
）
、
行
幸
の
歯
簿
は
、
前
後
爾
利
の
中
御
前
を
重
く
し
て
御
後
を
輕
く
し
、
略
儀
に
は
御

後
の
列
を
省
か
る
、
に
近
き
場
合
も
あ
り
、
且
つ
大
仁
に
於
い
て
乗
輿
に
遠
き
を
下
翼
と
す
る
故
實
で
あ
る
こ
と
が
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
）
．

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
風
は
皇
子
の
御
飯
に
及
び
、
正
治
二
年
十
月
八
日
雅
成
親
王
事
行
始
に
は
御
前
列
を

主
と
し
、
御
後
に
は
検
非
違
使
二
人
の
み
で
列
外
に
搬
…
政
が
從
ふ
ば
か
り
で
あ
っ
穴
。
帥
ち
朝
儀
と
し
て
吉
禮
の
御
列

は
こ
の
法
式
を
以
て
一
貫
せ
ら
れ
て
を
つ
た
Q

　
然
る
に
臣
下
の
行
列
に
は
、
屋
從
と
し
て
多
く
の
公
卿
を
後
方
に
随
へ
る
例
と
な
っ
て
を
る
。
江
家
次
第
の
閣
三
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

合
憲
の
儀
に
は
前
列
に
は
殿
上
人
の
み
で
、
公
卿
は
皆
後
列
で
あ
り
、
久
壽
二
年
四
月
二
十
田
の
藤
原
頼
長
の
内
覧
賀

茂
詣
に
は
、
後
列
の
大
中
納
言
等
八
人
の
公
卿
は
、
何
れ
も
入
十
人
百
人
百
五
十
入
な
ど
多
数
の
二
者
を
從
へ
て
随
從

（l14）



し
て
を
る
。
併
し
仔
細
に
槍
す
れ
ば
、
江
家
次
第
の
は
、
話
語
の
車
の
後
の
陪
從
槍
非
蓮
使
ま
で
が
本
誌
で
あ
っ
て
、
、

を
の
後
に
「
次
公
卿
以
下
相
輪
胆
管
」
と
あ
る
の
は
列
外
随
從
で
あ
り
、
又
頼
長
の
賀
茂
詣
も
、
車
の
後
の
検
非
違
使
、

陪
從
、
琴
持
、
番
長
ま
で
が
本
影
で
、
そ
の
後
の
大
納
言
以
下
入
人
の
公
卿
は
列
外
と
考
へ
ら
れ
、
こ
れ
を
厘
從
と
欝

す
る
の
も
そ
の
別
を
表
示
す
る
所
以
と
お
も
は
れ
る
が
、
途
に
は
引
き
つ
い
い
た
後
影
の
姿
を
馴
致
す
る
に
至
っ
た
。

永
享
九
年
十
月
二
十
…
日
の
鎧
窓
義
毅
塗
内
の
時
、
大
中
納
言
以
下
の
属
從
を
後
列
に
加
へ
、
上
述
の
塩
基
行
幸
の
時

に
於
け
る
關
臼
の
列
は
、
前
駈
は
量
に
於
て
多
撒
で
あ
る
が
、
質
に
於
い
て
は
後
備
の
方
優
っ
て
を
る
な
ど
そ
れ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

ら
う
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
武
家
の
勢
威
は
更
に
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
元
交
二
年
九
月
二
十
七
緊
將
軍
徳
川
吉
宗
の
若

君
の
宮
参
が
行
は
れ
π
時
、
老
中
三
人
及
び
本
九
西
九
の
老
中
各
】
人
大
目
付
な
ど
は
皆
前
列
で
あ
っ
て
、
若
年
寄
番

頭
は
後
列
で
あ
っ
た
の
は
、
前
列
を
重
く
し
て
を
る
の
で
、
朝
儀
を
墾
塗
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
我
が
上
古
に
於
け
る
行
幸
の
歯
冠
の
次
第
は
、
労
う
か
い
ふ
由
が
な
い
が
、
大
嘗
祭
に
於
け
る
忌
事
渡
御
の
御
列
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
ハ
）

極
め
て
簡
…
箪
な
が
ら
上
代
の
遺
風
を
浮
せ
ら
れ
た
も
の
と
憐
察
せ
ら
れ
る
。
師
ち
中
臣
、
齋
部
、
御
巫
、
猿
女
が
御
前

に
進
み
、
黒
黒
鳥
距
、
子
部
宿
禰
、
笠
取
直
が
御
器
蓋
を
奉
仕
す
る
な
ど
は
、
天
孫
降
臨
及
び
そ
の
後
に
於
け
る
諸
氏

の
期
先
が
行
幸
の
際
奉
仕
し
た
一
端
の
傳
は
つ
て
を
る
も
の
と
想
は
れ
、
宮
外
に
於
い
て
は
大
件
物
部
諸
氏
が
杖
を
備

へ
て
御
警
衡
串
し
上
げ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
さ
て
右
來
我
が
制
度
を
定
め
ら
る
、
に
方
り
、
漢
土
の
禮
制
を
右
書
探
用
せ
ら
れ
た
こ
と
は
固
よ
り
勘
く
は
無
い
、

　
　
　
　
行
幸
の
面
鯨
と
聯
幸
の
列
次
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
＋
一
巻
．
第
　
號
　
＝
五

（l15）



　
　
　
　
行
幸
の
南
鐘
と
淋
幸
の
列
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巷
　
第
一
號
　
　
　
一
｝
六

㌔
今
こ
の
行
幸
の
稼
手
に
就
き
唐
書
儀
衛
志
に
糠
り
て
考
ふ
る
に
、
大
聖
の
露
呈
に
は
、
天
子
は
玉
酪
…
に
乗
り
、
馬
六
頭

を
駕
し
、
太
僕
卿
之
を
濾
し
、
三
士
三
十
二
入
で
、
千
牛
沼
雷
＝
人
陪
乗
し
．
“
左
右
衛
大
翁
面
各
一
入
騎
し
て
之
れ
を
・

青
ん
で
を
る
。
こ
れ
を
中
心
と
し
て
そ
の
前
後
に
極
め
て
多
数
の
儀
装
車
、
全
車
、
輿
螢
、
雄
旗
、
儀
侯
の
並
等
及
び

文
武
の
諸
官
が
陪
姦
し
て
を
る
が
、
そ
の
先
頭
に
、
萬
年
縣
命
、
京
兆
牧
、
翻
れ
に
次
い
で
、
太
常
卿
、
司
徒
、
御
史

大
夫
、
兵
部
術
書
、
左
右
金
吾
衛
士
將
軍
な
ど
の
顯
官
が
進
み
、
中
書
命
二
入
も
乗
輿
の
前
列
の
聞
に
班
し
、
前
列
を

重
く
し
後
列
を
輕
く
し
て
を
る
。
併
し
粒
調
も
時
代
に
依
っ
て
浩
革
が
あ
り
、
そ
の
天
子
の
乗
物
も
、
文
獄
通
考
に

　
高
組
太
宗
、
大
禮
宙
乗
〆
轄
，
脇
立
不
μ
喜
ド
乗
艇
轄
，
毎
〆
有
一
一
大
禮
一
姻
乗
F
輩
。
至
二
武
太
盾
一
宿
爲
〆
常
，
玄
宗
以
二
業
不
ジ
中
ド
禮
、
慶
而
　
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
不
μ
用
、
開
元
牽
一
年
冬
祀
二
南
郊
↓
乗
〆
轄
而
往
、
禮
暴
騎
還
、
漿
膜
行
幸
、
郊
紀
皆
騎
二
於
儀
侯
之
内
↓
其
五
轄
腰
輿
陳
二
於
麟
簿
一
而
巳
、

と
見
え
、
酪
…
、
螢
、
騎
の
三
襟
と
な
っ
て
を
る
。
從
っ
て
鋼
数
の
編
成
も
異
な
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
大
寒
前
列
を
重
ん

じ
た
こ
と
、
考
へ
ら
れ
る
Q
更
に
晋
の
糊
を
督
す
る
に
、
天
子
は
舌
根
車
に
六
馬
を
駕
し
、
財
嚢
大
将
軍
左
右
に
墾
し

淀
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
、
侍
中
、
散
騎
常
侍
、
、
侮
書
令
左
右
僕
躬
な
ど
の
諸
官
は
皆
そ
の
後

列
に
在
る
の
に
謝
れ
ば
、
短
時
は
後
列
を
重
ん
じ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
此
の
他
支
那
の
欄
は
時
代
に
よ
り
て
＝
疋

せ
す
、
清
前
代
に
は
大
官
ば
後
列
に
属
寵
し
授
の
で
あ
右
。
以
上
晋
轡
歯
簿
の
中
、
何
れ
を
實
際
の
天
子
の
乗
用
と
し

だ
か
に
就
い
て
は
、
那
波
利
貞
氏
の
考
説
に
糠
つ
た
の
で
あ
る
。

　
我
が
蚕
簿
に
は
唐
禮
大
駕
の
儀
の
影
響
す
る
所
が
多
か
っ
た
と
お
も
は
れ
る
が
、
乗
輿
に
は
蹴
ハ
禁
を
採
っ
て
車
賂
を



用
ゐ
ら
れ
な
い
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
明
’
治
以
前
ま
で
は
、
準
治
の
鋤
の
際
の
如
き
は
別
と
し
て
、
御
在
位
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
）

に
は
車
を
用
ゐ
給
は
な
い
御
例
で
あ
っ
た
。
又
・
乗
輿
は
鳳
螢
を
第
一
と
し
、
葱
花
螢
は
こ
れ
に
次
ぐ
の
で
あ
っ
て
、
腰

輿
は
少
閥
渡
御
の
御
料
で
あ
っ
た
。
な
ほ
御
前
に
は
下
萬
を
先
と
し
、
御
筆
に
は
こ
れ
を
後
に
し
て
刻
次
を
立
つ
る
こ

と
も
我
が
國
の
は
頗
る
轍
底
的
で
あ
る
。

　
行
幸
の
歯
鯵
の
次
第
に
樹
照
す
べ
き
も
の
は
多
幸
の
列
次
で
あ
る
Q
こ
、
に
帥
幸
と
欝
す
る
の
は
、
謂
ゆ
る
祭
禮
の

渡
御
の
み
な
ら
す
、
森
宮
遷
座
の
渡
御
列
を
も
指
す
の
で
あ
る
。
遷
宮
の
列
次
と
し
て
最
も
整
備
し
吉
例
が
守
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
入
）

を
る
の
は
、
大
慌
宮
の
遷
宮
御
列
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
無
い
。
抑
も
紳
宮
遷
宮
に
帯
す
る
文
獄
は
建
久
元
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
」
九
）

内
宮
遷
宮
記
な
ど
あ
る
が
、
欝
欝
の
次
第
は
、
同
九
年
七
月
十
六
日
の
野
宮
假
殿
遷
宮
記
を
以
て
最
古
と
す
る
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

順
序
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
エ
　
　
　
　
　
　
ハ
モ
へ

　
削
剛
　
　
附

宮
掌
　
　
乗
燭
　
　
道
敷
奉
仕
内
人
　
　
行
騰
　
　
御
楯
　
　
御
桿
　
　
御
鞭
　
　
御
弓
　
　
菅
刺
朋
　
　
紫
御
羽
　
　
金
銅
作
御
大

刀
玉
纏
御
大
刀
御
飾
劒
御
鏡
筥
御
櫛
筥
御
蓋
御
器
垣

後

　　　陣
行
幸
の

鏡
と

榊
幸
の

列
次

第
二
十
一
巷
第
一
號

一
七



行
幸
の
面
簿
と
憩
幸
の
列
次

第
ご
十
一
巻
　
第
一
號
、

一
入

御
鏡
筥
　
　
玉
野
御
筥
　
　
須
我
利
御
大
刀
　
　
金
銅
椿
堂
大
刀
　
　
御
蓋
　
　
菅
御
笠
　
　
御
感
　
　
御
鞭
　
　
御
構
　
　
御
楯

宮
掌
　
　
御
火
内
入

　
　
　
（
二
〇
）

こ
の
後
仁
治
三
年
度
及
び
建
長
六
年
度
の
は
、
前
陣
の
紫
御
朋
の
次
に
菅
御
笠
が
あ
る
。

仕
等
の
位
麗
が
明
で
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
Q

な
ほ
現
今
の
御
器
は
前
後
奉

専
掌
　
　
乗
燭
　
　
乗
燭
　
　
御
楯
　
　
御
柞
　
　
蒲
御
鞍
　
　
梓
御
弓
　
　
菅
御
騎
　
　
羅
紫
御
騎
　
　
金
銅
造
御
太
刀

専
掌
　
　
乗
燭
　
　
乗
燭
　
　
御
楯
　
　
御
粋
　
　
蒲
御
鞍
　
　
梓
御
弓
　
　
菅
御
騎
　
　
羅
紫
御
騎
　
　
金
銅
造
御
太
刀

玉
纒

（；IS）

御
太
刀
　
　
須
加
甥
御
太
刀
　
　
赤
紫
綾
御
蓋

伶b伶
墨入

掌
典
　
　
勅
使

行
障
　
　
　
　
　
絹
垣

　
　
　
　
御

行
障
　
　
　
　
　
絹
垣

赤
紫
綾
御
蓋

奴ホ
三ヒ

菅
御
笠
　
　
梓
御
弓
　
　
革
御
鞍
　
　
御
鉾
　
　
御
楯
　
　
御
火
　
　
御
火
　
　
宮
掌

菅
御
笠
　
　
梓
御
母
　
　
革
御
鞍
　
　
御
鉾
　
　
御
楯
　
　
御
火
　
　
御
火
　
　
宮
掌

こ
れ
に
よ
り
て
う
か
㎏
ふ
に
、
建
久
九
年
の
前
陣
の
中
、
菅
御
笠
は
無
い
が
そ
の
後
の
例
に
よ
り
、
在
る
も
の
と
す
れ

ば
、
前
陣
に
玉
楓
雲
箔
無
き
代
り
に
、
、
後
陣
に
御
櫛
億
無
く
、
前
後
雨
陣
殆
ん
ど
，
同
様
で
あ
る
が
、
唯
御
創
が
前
陣
の

方
に
多
い
の
は
、
前
列
を
重
ん
ぜ
ら
る
、
故
と
う
か
い
は
れ
る
。
更
に
近
世
の
は
御
創
は
す
べ
て
前
陣
に
奉
せ
ら
れ
、



一
暦
こ
の
趣
旨
が
明
で
あ
る
。
外
営
の
御
列
は
、
後
陣
の
儀
杖
に
は
御
太
刀
と
御
亭
線
と
の
み
で
あ
る
が
、
前
陣
に
は

御
太
刀
御
魂
御
棒
御
楯
を
奉
じ
御
太
刀
の
数
も
多
く
、
又
別
宮
の
翻
刻
も
こ
れ
に
妻
せ
ら
れ
、
す
べ
て
前
陣
に
重
き
を

置
か
れ
て
を
る
。
な
ほ
近
世
文
武
富
が
後
陣
に
績
い
て
供
奉
す
る
の
は
、
全
く
列
外
で
あ
る
。
紳
宮
以
外
の
詩
批
の
遷

座
に
は
種
々
の
様
式
が
あ
る
が
、
そ
の
明
治
以
前
に
行
は
れ
た
古
例
は
、
概
ね
前
刎
奉
仕
で
あ
っ
て
、
帥
喪
儀
杖
等
は

前
陣
に
奉
ず
る
例
で
あ
っ
た
。

　
遽
宮
遷
座
以
外
の
諸
歳
の
聯
幸
の
列
に
就
い
て
は
、
時
代
に
よ
り
又
は
地
方
に
よ
り
種
々
の
特
例
も
あ
る
が
、
そ
の

代
表
と
も
い
ふ
べ
き
近
畿
地
方
の
大
隠
古
勅
の
例
を
考
へ
る
と
、
先
づ
賀
茂
御
麗
廉
廉
の
御
蔭
祭
は
、
元
藤
七
年
の
再

興
で
あ
っ
て
、
そ
の
以
前
凡
三
百
年
許
の
中
絶
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
能
く
古
儀
の
ま
》
に
復
興
さ
れ
て
を
る
か

に
就
い
て
は
叢
姦
す
・
の
で
あ
嘉
、
後
寓
記
の
譲
毒
四
早
吾
、
無
記
の
早
年
無
二
＋
百
働

の
列
書
は
大
騰
同
襟
で
あ
っ
て
、
そ
の
順
序
の
要
領
は
、

警
躁
　
　
伶
人
（
舞
．
人
と
も
あ
る
）
　
樂
器
　
　
細
編
等
の
唐
櫃
　
　
艦
齢
　
　
御
楯
　
　
御
幣
　
　
御
倭
琴
　
　
御
職
　
　
御
矢

御
薦
　
　
御
劒
　
　
御
白
蘭
　
　
御
祖
木

御御
騎騎

御
紳
馬
御
三
蓋
　
　
御
引
替
　
　
御
菅
蓋
　
　
唐
櫃
　
　
礎
祝

河
合
禰
宜
　
　
貴
布
禰
観
　
　
同
彌
宜
　
　
三
所
禰
宜
　
　
同
覗
　
　
警
固
侍
　
　
行
列
奉
行

行
幸
の
南
江
と
騨
幸
の
列
次

第
二
十
，
…
巷
　
第
一
號

一
九



　
　
　
　
行
幸
の
粛
郷
と
淋
畢
の
上
薬
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
第
二
＋
葱
扇
蟹
　
一
二
〇

で
あ
る
が
、
こ
の
神
馬
に
は
騨
露
を
奉
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
全
く
前
陣
の
み
の
編
成
で
あ
り
、
後
列
に
は
祝
、
禰
宜

の
供
奉
す
乃
の
み
で
あ
る
。
儀
侯
の
盗
難
も
小
異
例
は
あ
る
が
、
店
懸
に
於
い
て
下
萬
を
前
と
す
る
形
式
で
あ
り
、
御

後
の
観
以
下
の
列
は
、
下
露
を
後
と
し
て
を
る
。
こ
の
御
再
興
に
就
い
て
は
、
梨
本
愁
之
な
ど
與
っ
て
カ
が
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
當
時
河
合
禰
宜
と
し
て
奉
仕
し
て
を
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
ら
の
人
に
よ
っ
て
考
究
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論

で
あ
ら
う
が
、
紳
露
を
奉
ず
る
特
例
を
始
め
大
膿
は
傳
來
の
古
儀
に
撃
つ
い
た
も
の
と
お
も
は
れ
る
。

　
紳
輿
、
紳
幸
に
就
き
宇
佐
以
蒼
蒼
も
縁
歯
の
吉
い
手
向
由
紳
飛
、
次
に
は
石
清
水
警
急
宮
の
紳
幸
の
儀
は
、
他
の
聯

杜
に
影
響
し
た
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
殊
に
手
向
山
は
紳
輿
を
始
め
て
祭
具
の
懲
規
を
傳
へ
、
石
清
水
入
幡

宮
は
勅
會
の
行
事
と
し
て
最
も
盛
儀
で
あ
っ
た
。
石
清
水
に
於
け
る
紳
幸
列
の
中
、
行
幸
の
儀
に
准
ぜ
ら
れ
て
を
る
部

分
は
上
に
述
べ
た
が
、
そ
の
他
の
読
解
紳
服
儀
侯
の
具
及
び
幣
、
榊
、
獅
子
駒
形
等
を
始
め
て
多
く
の
供
奉
は
、
す
べ

て
前
列
と
し
て
盛
…
進
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
後
凋
に
は
激
職
の
み
で
あ
る
。
叉
伶
人
は
前
列
に
供
奉
し
て
路
次
の
音
樂
を

吹
奏
す
る
の
で
あ
る
。

　
か
、
る
古
例
の
一
資
料
と
し
て
年
中
行
事
の
維
憲
を
謝
る
に
、
紙
園
御
鏡
會
の
は
、
先
頭
と
お
も
は
る
、
邊
に
、
競
馬

の
乗
尻
が
進
み
、
次
に
風
流
傘
を
麟
し
た
婦
女
の
騎
者
、
次
に
取
手
を
舞
へ
る
も
の
、
鼓
鉦
を
界
く
も
の
、
獅
子
舞
な
ど

が
入
り
交
っ
て
行
き
、
紳
輿
の
前
方
に
鉾
弓
矢
な
ど
を
捧
げ
、
其
の
間
に
長
き
練
の
串
に
挿
ん
だ
大
幣
、
叉
は
多
く
の

榊
捧
持
者
が
あ
る
。
又
騎
馬
の
田
樂
或
は
、
細
男
風
の
異
装
を
交
へ
淀
怜
人
が
吹
奏
し
つ
、
紳
輿
の
傍
を
行
く
の
も
あ

（120）



る
。
以
上
の
主
峯
は
活
躍
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
正
し
い
順
序
を
舞
う
難
い
が
、
概
し
て
前
列
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
り

紳
職
は
後
か
ら
供
奉
し
て
を
る
。
マ
ハ
稻
荷
祭
と
傳
ふ
る
の
は
馬
長
、
女
騎
馬
、
騎
馬
の
田
樂
及
び
獅
子
舞
な
ど
先
頭
に

進
み
、
次
に
多
く
の
大
幣
を
捧
げ
、
五
基
の
神
輿
之
れ
に
次
ぎ
、
最
後
に
無
職
が
供
奉
し
て
を
る
の
で
、
こ
れ
も
大
膿

前
同
軸
の
凋
次
で
あ
る
、
。
こ
の
他
古
塔
の
京
都
地
方
一
般
の
華
魁
の
単
層
は
、
そ
の
祭
具
及
び
供
奉
等
に
就
き
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
一
）

ぐ
の
特
色
を
持
っ
て
を
る
が
、
概
し
て
前
列
本
位
で
あ
っ
て
、
榊
輿
は
そ
の
最
・
後
に
進
ま
れ
る
例
で
あ
る
。
香
取
紳

宮
の
祭
禮
の
亨
蔽
二
年
の
古
例
に
は
、
大
宮
司
が
大
腿
軍
糧
と
し
て
前
列
に
進
み
、
大
禰
宜
が
副
耳
軍
と
し
て
後
列
に

供
奉
し
、
楯
と
鉾
と
を
前
後
に
別
け
て
備
へ
て
を
る
の
は
珍
し
い
が
、
な
ほ
前
陣
に
重
き
を
遣
い
で
を
る
。
ま
た
岡
淋

　
　
（
二
二
）

宮
の
江
戸
時
代
の
紳
幸
次
第
は
前
列
の
み
と
な
っ
て
を
る
。

　
軸
幸
の
祭
具
等
に
就
き
委
曲
に
亙
る
こ
と
は
こ
～
に
は
省
賂
す
る
が
、
そ
の
最
も
主
要
な
る
帥
輿
の
形
式
及
び
順
位

等
に
就
き
、
行
幸
の
儀
に
關
係
深
き
黙
を
蓮
べ
よ
う
と
お
も
ふ
、
お
よ
そ
鱗
芽
の
際
紳
露
を
奉
ず
る
に
は
、
御
蔭
祭
の

如
く
鞍
馬
の
例
も
あ
り
、
叉
は
受
木
即
榊
の
例
も
あ
る
が
、
多
く
は
紳
輿
で
あ
る
。
そ
の
紳
輿
の
形
炊
も
種
々
の
楼
式

が
あ
る
が
、
蓋
上
に
鳳
鳳
（
後
に
は
鵜
鳥
と
託
し
て
を
る
）
を
載
せ
た
の
を
第
一
と
し
、
葱
花
の
上
輿
は
之
れ
に
次
ぐ
を

以
て
古
儀
と
す
る
。
手
向
山
瀞
就
は
最
も
営
初
の
右
風
を
存
し
て
を
る
が
、
第
一
は
鳳
螢
第
二
第
三
は
葱
花
で
あ
る
。

石
清
水
祭
の
も
異
例
は
こ
れ
と
同
じ
く
、
第
一
は
鳳
螢
で
そ
の
他
が
葱
花
で
あ
っ
だ
こ
と
は
枕
草
子
及
び
靹
淵
八
幡
宮

の
古
文
書
に
て
明
で
あ
る
。
賜
与
荷
紳
瓶
及
び
松
尾
帥
羅
の
如
き
千
木
造
宮
殿
式
の
紳
輿
が
多
く
行
は
れ
る
風
轡
で
あ

　
　
　
　
行
幸
の
南
舞
と
榊
撃
の
列
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巷
　
第
一
號
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三

っ
て
も
、
そ
の
大
宮
即
ち
稻
荷
の
下
魔
、
松
尾
の
大
山
咋
命
の
怪
態
は
鳳
螢
八
入
角
と
な
っ
て
を
る
）
式
と
し
、
そ
の
他

の
稻
荷
の
四
墓
松
尾
の
五
墓
は
す
べ
て
千
木
造
式
で
あ
る
な
ど
に
見
て
も
、
奈
何
に
乗
輿
の
制
に
擦
り
翌
週
を
重
ん
じ

て
を
る
か
W
察
せ
ら
れ
る
○
又
入
坂
騨
疲
の
も
中
御
座
（
素
蓋
鳴
命
）
西
御
座
は
鳳
風
で
東
御
座
（
奇
稻
田
姫
命
）
は
葱
花

で
あ
る
、
こ
の
鞭
荷
及
び
八
坂
の
紳
輿
の
形
式
は
、
年
中
行
事
糟
糠
當
時
に
既
に
見
え
て
を
る
○
な
ほ
紳
幸
に
牛
車
を

用
み
る
こ
と
は
、
近
古
以
來
と
お
も
は
れ
る
が
、
そ
れ
も
主
な
る
祭
紳
を
奉
じ
な
い
例
で
あ
る
Q
さ
て
神
輿
の
順
位
に

も
種
々
の
例
が
あ
る
が
、
其
の
一
は
、
第
一
を
先
と
し
第
二
第
三
と
つ
や
い
て
進
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
八
幡
宮
、
八

坂
紳
飛
が
そ
れ
で
あ
る
。
其
の
二
は
、
大
宮
を
中
央
と
し
他
の
数
基
は
そ
の
前
後
に
在
る
の
で
、
稻
荷
帥
赴
が
そ
れ
で

あ
る
。
其
の
三
は
、
大
嘗
を
最
後
と
し
、
他
の
諸
暴
は
す
べ
て
そ
の
前
に
進
ま
れ
る
の
で
松
尾
紳
説
及
び
下
御
三
今
宮

の
諸
肚
は
鴛
こ
の
様
式
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
昏
古
例
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
其
の
三
の
機
式
は
、
行
幸
の
時
皇
太
子

・
が
乗
輿
の
前
に
嫉
み
給
ふ
の
と
翻
義
と
考
へ
ら
れ
る
。
な
ほ
紳
幸
列
は
前
列
本
位
で
は
あ
る
が
、
露
命
（
懇
篤
を
奉
ず

る
方
を
指
す
の
で
あ
る
）
及
び
凝
れ
に
属
す
る
錦
蓋
菅
蓋
は
何
れ
も
帥
輿
に
代
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
行
幸
の
例

に
准
じ
て
そ
の
後
に
奉
ず
る
を
本
儀
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
來
つ
た
の
は
概
略
に
過
ぎ
な
い
が
，
要
す
る
に
、
紳
宮
神
濫
の
遷
宮
遷
座
及
び
着
癖
の
渡
御
の
列
次
は
、

　
一
、
前
陣
後
陣
を
呉
備
す
と
も
、
な
ほ
重
き
を
前
陣
に
麗
く
こ
と

　
二
、
多
く
は
前
陣
列
本
位
と
し
、
後
列
を
立
つ
る
こ
と
は
少
き
こ
と
。

（122）



コ・一

A
前
列
に
は
下
薦
を
先
と
し
、
後
列
に
は
下
萬
を
後
と
す
る
こ
と
。

の
諸
例
は
、
行
幸
御
幸
の
儀
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
列
次
の
基
準
に
は
爾
者
に
細
る
べ
か
ら
ざ
る
醐
係
の

あ
右
こ
と
が
考
へ
ら
れ
、
紳
幸
刻
意
編
成
の
標
準
は
こ
、
に
搾
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
ふ
の
で
あ
る
Q

附
註

　
（
憎
）
群
書
類
從
巻
第
四
十
　
　
（
二
×
三
）
同
轡
第
四
十
一

　
（
四
）
同
巻
第
四
十
、
永
享
九
年
十
月
二
十
「
自
室
町
殿
行
幸
詑

　
（
｝
准
）
蹴
拳
㎜
四
天
胸
躍
紀
巻
鴫
ハ
エ
T
三
及
び
附
圃
、
○
安
敦
二
年
十
－
一
月
汁
｝
二
鑓
藩
二
上
一
列
堂
綿

　
（
六
）
由
［
糖
記
沿
承
四
年
弱
ロ
月
菅
七
鷺
・
弟
宮
だ
∬
啓
、
○
工
臨
隷
抄
十
－
五
、
寛
｝
兀
四
年
二
月
よ
丁
四
日
　
　
中
宮
”
∬
啓

　
（
七
）
江
家
’
久
第
他
工
ハ
、
四
口
〃
、
刎
真
茂
悠
鴻
使
路
謂
双
次
第

　
（
八
）
新
儀
式
四
、
臨
時
上
　
磨
行
幸
事
、
○
西
宮
翻
　
臨
時
四

　
（
九
）
扶
桑
略
記
二
十
九
、
延
久
二
年
入
月
十
四
日

（
一
〇
）
群
書
獺
從
巻
第
四
十
三
、
賀
茂
御
幸
記

（｝

@）

?
齎
記
　
　
（
一
二
）
群
誰
類
．
從
巻
集
四
十
二
、
御
幸
始
部
類
記

（｝

O
）
明
月
記
　
　
（
｝
四
）
台
魏
剛
詑

（皿

ﾜ
）
宕
中
秘
策
十
二
、
若
磐
糠
御
誕
生
一
式
之
事
、

（一

R
ハ
）
儒
鷲
A
　
　
　
（
一
七
）
小
野
葉
書
申
μ
官
由
畢
、
正
一
刀
一
二
隔
行
累
辛
事
、
○
瀞
鯉
漁
山
彙
從
巻
第
二
十
諏
ハ
、
築
解
由
山
幸
次
第
「

（一

ｪ
×
二
〇
）
淋
宮
藩
宮
記
一
　
　
（
一
九
）
績
群
警
獺
從
春
第
七

（一

＝
j
香
取
文
書
纂
凶
、
大
禰
覚
家
班
藏
三
　
　
（
一
一
二
）
陶
七
田
所
家
所
蔚
竺
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